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１２月４日（月）から１２月１０日（日）は人権週間です。 

法務省のホームページには、人権週間について次のような記述がありました。 

国際連合は、昭和２３年（１９４８年）１２月１０日に第３回総会で世界人権宣言が採択されたのを記念し、昭

和２５年（１９５０年）１２月４日の第５回総会において,この１２月１０日を「人権デー（Human Rights Day）」

と定め、加盟国などに人権思想の啓発のための行事を実施するように呼びかけています。我が国では、世界人権宣

言が採択された翌年の昭和２４年から毎年１２月１０日を最終日とする一週間を「人権週間」と定め、全国的に啓

発活動を展開し,広く国民に人権尊重思想の普及高揚を呼びかけています。 

では、人権とは何でしょうか。佐世保市のホームページには「人権とは、誰もが生まれながらにして持っている自分

らしく生きる権利です。」とありました。 

さて、皆さんは「現代社会において、人権は守られているといえるのか？」と問われたらどのように答えますか？

残念ながら手放しに「守られている。」と答える方は少ないのではないかと予想します。SNSの急速な普及もあって

なのか、どことなく「自分（たち）さえよければ…」とか「言ったもん勝ち…」的な風潮が幅を利かせているよう

に感じるのでは、私だけでしょうか？そのSNSでは、自分の考えを一方的に主張する投稿が散見される一方、自分

と異なる考え等には誹謗中傷を繰り返し、挙句の果てに、正義の名のもとに、他人の個人情報を流出させる…等、

とてもそこに人権意識があるとは思えない行為をよく目にすることができます。 

このような行為に、決定的に欠けているものは何でしょうか。私は「思いやり」だと思います。そして「寛容」で

す。人権は「誰もが生まれながらに持っている自分らしく生きるための権利」であり、「自分だけ」が持っている権利

ではないのです。「自分らしく生きるため」と、自分本位の行為を繰り返し、互いに相手の人権を侵し合う社会…。

想像するだけで背筋が冷たくなります。そんな殺伐とした社会になることを、防ぐために必要なのが「思いやり」

「寛容」なのです。自分の権利を大切にしながらも、相手の立場や気持ちにも思いをはせ、たとえ自分とは異なる

考え等であっても、それを受け入れ、許容する…、このような意識を高めることで、社会は円滑に前に進んでいく

のではないでしょうか。 

子供たちが生きる未来社会は今以上に価値観が多様化し、グローバル化もより一層進んでいきます。黒島小中学

校は、人権教育をとおして国籍や性別、年齢等による価値観等の違いを「思いやり」や「寛容」の心で乗り越え、持

続可能な未来社会構築の担い手の育成を、ONETEAMとなり推進していくことをお約束します。 

保護者の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

月 火 水 木 金 土 日 

    １少年の日 

ノー部活デー 

２ 

ノー部活デー 

３ 

４ 
人権週間（10日まで）

クラブ活動 

（３～６年） 

５ハートタイム 

出前授業 

（富士通・ヤマハ） 

６フッ化物洗口 

性教育講演会 

７ 

 

 

８ 

児童生徒会役員

立会演説・選挙 

ノー部活デー 

９ 

ノー部活デー 

10 

 

11 

短縮日課 

保護者面談 

（13日まで） 

12ハートタイム 

 

授業参観 

13フッ化物洗口 

 

14 15 

 

ノー部活デー 

16 

ノー部活デー 

 

17 

家庭の日 

ノー部活デー 

18 

短縮日課 

専門委員会 

19ハートタイム 

 

食育・徳育の日 

20フッ化物洗口 

 

21 

 

22 

2学期終業式 

ノー部活デー 

23 

ノー部活デー 

24 

 

25 

冬季休業日 

26 

 

27 

 

28 29年末の休日 30 31 



 

 

 

 学校ホームページでも紹介しておりますが、１１月２日（木）に前期課程が、そして１１月１４日（火）に後期

課程が、それぞれ佐世保市小学校音楽発表会、佐世保市中学校音楽発表会に参加しました。どちらも会場はアルカ

スSASEBOの大ホールです。 

 前期課程は、当日の午前のトップバッターという重責でしたが、プレッシャーを見事にはねのけ、トーンチャイ

ムによる合奏「オーラリー」と合唱「にじ」を披露してくれました。演奏終了後、賞賛の拍手で会場は埋め尽くさ

れました。後日他校の保護者の方より、賞賛の言葉をいただいたとのお話が私の耳に届いております。 

 後期課程は、トーンチャイムを使用し「Amazing Grace」と「赤とんぼ」の2曲を演奏しました。多くの他校の

生徒や来賓、保護者の皆様が見守る中でしたが、実に堂々とトーンチャイムの美しい音色を、大ホールに響かせる

ことができました。演奏後、賞賛の拍手をいただきましたが、どの学校よりも大きく聞こえたのは気のせいではな

いと思います。大変うれしい瞬間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月２３日（木）の親子レクリエーションはお世話になりました。 

 例年の球技大会ではなく、初の試みとして「島内ウォークラリー」そして「カレー作り」でしたが、私も楽しく

参加させていただきました。ウォークラリーで獲得したポイントに応じて、カレーの具材を集めるというアイデア

は秀逸です。私のグループもおいしいカレーを完成させようと、かなり気合が入りました。（みんなの力を合わせ

て手に入れたカレーはとてもおいしかったです。）また、島内（私の班は古里地区）を歩くことで、黒島の魅力を改

めて確認することができました。 

 準備等をしていただいた全ての皆様に心より感謝申し上げます。 

 


